
宿泊増売と地域の活性化へ
　ＪＴＢ広域代表

　
九
州
広
域
代
表

執
行
役
員
　
桂
原
　
耕
一
　
氏

九州はひとつ、独自の価値創出へ

　
関
西
広
域
代
表

常
務
執
行
役
員
　
宇
田
川
　
雄
彦
　
氏

広域連携でビジネスチャンス拡大

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
沖
縄社

長
　
杉
本
　
健
次
　
氏

「沖縄バリューアップ」を加速、推進

　
中
国
四
国
広
域
代
表

執
行
役
員
　
大
小
田
　
博
之
　
氏

旅ホ連と連携、交流拡大へ事業創出

　
「
九
州
」
の
名
前
の
由
来

は
、
「
豊
前
・
豊
後
・
筑
前

・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
・
日

向
・
大
隅
・
薩
摩
」
こ
の
九

つ
の
国
の
総
称
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。
現
在
の
九
州
は
七

つ
の
県
で
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
独

自
の
「
伝
統
」
「
文
化
」
を

育
み
、
「
食
」
「
名
勝
地
」

「
温
泉
地
」
な
ど
も
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
み
、
観
光
地
と
し

て
は
極
め
て
恵
ま
れ
て
い
る

地
域
だ
。

　
一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光

素
材
に
恵
ま
れ
過
ぎ
て
、
逆

に
九
州
の
イ
メ
ー
ジ
を
統
一

す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う

課
題
も
抱
え
て
い
る
。
ま
た

九
州
は
台
風
や
洪
水
な
ど
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と

も
多
く
、
一
昨
年
は
「
熊
本

地
震
」
、
昨
年
は
「
九
州
北

部
豪
雨
」
で
大
き
な
被
害
を

受
け
、
地
域
の
住
民
の
方
々

は
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
観
光

産
業
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

被
っ
た
。

　
し
か
し
九
州
を
訪
れ
る
観

光
客
は
回
復
を
し
、
今
年
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷

ど
ん
」
、
「
肥
前
さ
が
幕
末

維
新
博
覧
会
」
、
「
六
郷
満

山
開
山
１
３
０
０
年
」
（
大

分
）
な
ど
話
題
も
豊
富
で
国

内
外
か
ら
の
多
く
の
来
訪
者

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
特
に

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
極
め

て
順
調
で
、
４
９
４
万
人
と

い
う
過
去
最
高
を
記
録
し
た

昨
年
を
上
回
る
勢
い
で
伸
び

て
い
る
。

　
今
後
の
九
州
観
光
の
発
展

の
た
め
に
は
、
恵
ま
れ
た
観

光
素
材
を
有
機
的
に
結
び
付

け
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要

だ
。
九
州
観
光
推
進
機
構
が

掲
げ
る
「
九
州
は
ひ
と
つ
」

の
理
念
の
も
と
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
産
業
に
関
わ
る
全
て
の
人

が
行
動
す
る
こ
と
が
、
九
州

独
自
の
「
九
州
な
ら
で
は
の

価
値
」
を
創
出
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
思
う
。
わ
た
く

し
も
九
州
の
皆
さ
ん
と
ひ
と

つ
に
な
っ
て
九
州
観
光
発
展

の
た
め
に
努
力
し
て
い
く
。

　
関
西（
西
日
本
）で
は
広
域

連
携
が
非
常
に
重
要
だ
。関

西
広
域
連
合（
関
西
２
府
４

県
＋
鳥
取
県
、徳
島
県
）に
よ

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
の
継

続
実
施
を
は
じ
め
、関
西
＝

中
国
四
国
、北
陸
、伊
勢
志

摩
、中
部
地
域
と
の
さ
ま
ざ

ま
な
連
携
が
進
ん
で
い
る
。

　
４
月
に
関
西
３
空
港（
伊

丹
・
関
西
・
神
戸
）の
一
体
運

営
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
こ

れ
は
関
西
地
域
だ
け
に
お
客

さ
ま
を
誘
客
す
る
の
で
は
な

く
、
各
空
港
を
玄
関
口
と
し

て
周
辺
広
域
地
域
へ
の
人
流

を
創
造
し
国
内
外
の
お
客
さ

ま
を
受
け
入
れ
る
体
制
整
備

を
広
域
で
進
め
て
い
く
狙
い

を
持
っ
て
い
る
。２
０
１
９

年
よ
り「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
」「
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ

ー
ズ
ゲ
ー
ム
２
０
２
１
関

西
」「
２
０
２
５
大
阪
万
博

（
誘
致
中
）」と
国
内
外
の
お

客
さ
ま
が
多
数
関
西
地
域
へ

と
訪
れ
る
機
会
を
創
出
す
る

国
際
イ
ベ
ン
ト
が
控
え
て
い

る
が
、
広
域
連
携
の
強
化
で

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
宿
泊
増
売
に
つ
い
て
は
Ｊ

Ｔ
Ｂ
西
日
本
支
部
連
合
会
の

皆
さ
ま
、Ｊ
Ｒ
、航
空
、貸
し

切
り
バ
ス
な
ど
運
輸
機
関
の

皆
さ
ま
と
の
関
係
を
一
層
強

固
に
し
、
各
行
政
と
も
連
携

を
強
め
西
日
本
仕
入
商
品
企

画
部
が
中
心
と
な
り
地
域
の

魅
力
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め

「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ら
で
は
の
価

値
」
の
あ
る
商
品
を
販
売
チ

ャ
ネ
ル
に
合
わ
せ
て
造
成
し

国
内
外
の
お
客
さ
ま
に
販
売

す
る
こ
と
で
目
標
を
達
成
し

て
い
き
た
い
。開
催
中
の「
日

本
の
旬
瀬
戸
内
・
山
陰
」
の

加
重
商
品
の
強
化
、下
期
の

「
日
本
の
旬
北
関
東
」の
団
体

先
行
営
業
の
強
化
な
ど
法
人

・
個
人
・
グ
ロ
ー
バ
ル
を
問
わ

ず
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
さ

ま
と
販
売
サ
イ
ド
の「
架
け

橋
」と
な
れ
る
よ
う「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
第
一
に

汗
を
か
い
て
い
き
た
い
。

　
２
０
１
７
年
度
の
沖
縄
観

光
は
、
引
き
続
き
好
調
で
、

来
沖
数
は
過
去
最
高
の
９
５

８
万
人
を
記
録
し
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
取
り

扱
い
は
、
そ
の
成
長
ス
ピ
ー

ド
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で
き

て
い
な
い
が
、
前
年
に
続
き

１
５
０
万
人
台
を
記
録
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
個
人
旅
行
の
エ
ー
ス
Ｊ
Ｔ

Ｂ
や
団
体
旅
行
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
、
修
学
旅
行
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
ク
ル
ー
ズ
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
ツ
ア
ー
は
高
い
シ
ェ
ア

を
維
持
し
て
い
る
。

　
こ
れ
も
貴
重
な
客
室
在
庫

の
提
供
や
年
間
を
通
じ
た
バ

ス
の
確
保
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の

提
案
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ご
支

援
を
頂
戴
し
て
い
る
旅
ホ
連

沖
縄
支
部
連
合
会
や
レ
キ
オ

ス
会
の
皆
さ
ま
の
お
蔭
と
深

く
感
謝
し
て
い
る
。

　

年
度
は
、
「
空
港
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
」
の
運
行
な
ど
地

域
の
課
題
解
決
を
通
じ
た
ス

ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
旅
の
提
案

や
「
幻
の
島
へ
の
上
陸
」
や

「
国
立
公
園
の
ヒ
ー
リ
ン
グ

ツ
ア
ー
」
な
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト

開
発
型
企
画
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
く
。

　
今
年

周
年
を
迎
え
る
Ｊ

Ｔ
Ｂ
沖
縄
は
、
発
受
一
体
と

な
っ
た
事
業
拡
大
を
目
的
に

Ｊ
Ｔ
Ｂ
沖
縄
、
Ｊ
Ｊ
Ｔ
沖
縄

事
業
部
、
Ｇ
Ｍ
Ｔ
沖
縄
営
業

所
を
統
合
し
、
新
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ

沖
縄
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。新
た
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

沖
縄
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
プ

レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
に
資
す
る

事
業
の
創
造
、
な
ら
び
に
グ

ル
ー
プ
各
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ

ト
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
で
の
利
益

最
大
化
へ
の
貢
献
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
沖
縄
を
訪
れ

る
観
光
客
の
満
足
度
向
上
や

地
域
経
済
へ
の
貢
献
を
目
的

と
し
た
「
沖
縄
バ
リ
ュ
ー
ア

ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
加

速
、
推
進
し
て
い
く
。

　
併
せ
て
沖
縄
発
の
法
人
・

教
育
・
個
人
グ
ル
ー
プ
営
業

も
強
化
し
全
国
の
宿
泊
券
増

売
に
貢
献
し
て
い
く
。

　
今
年
度
４
月
か
ら
半
年

間
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

中
国
５
県
を
舞
台
に
「
日
本

の
旬
　
瀬
戸
内
・
山
陰
」
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

る
。キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

「
ふ
た
つ
の
海
と
、
心
地
の

よ
い
旅
舞
台
」
。
海
、
山
、

街
、
食
、
歴
史
な
ど
中
国
地

方
な
ら
で
は
の
観
光
資
源
を

磨
き
上
げ
、
新
た
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
開
発
し
全
国
お
よ
び

世
界
へ
発
信
し
て
い
る
。

　
ま
た
本
年
は
、「
大
山
開
山

１
３
０
０
年
」（
鳥
取
県
）、

「
松
平
不
昧
公
没
後
２
０
０

年
」（
島
根
県
）、「
瀬
戸
大
橋

開
通

周
年
」（
岡
山
県
・
香

川
県
）、「
平
清
盛
公
生
誕
９

０
０
年
」（
広
島
県
）そ
し
て

「
明
治
維
新
１
５
０
年
」（
山

口
県
・
高
知
県
）な
ど
の
記
念

行
事
が
開
催
さ
れ
る
。こ
れ

ら
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
も
連

動
し
、
新
し
い
地
域
の
魅
力

や
さ
ま
ざ
ま
な
旅
の
過
ご
し

方
を
提
案
し
て
い
き
た
い
。

　
新
生
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
な
っ
て
初

め
て
の
全
社
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
あ
り
、
必
ず
成
功
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。
旅
ホ
連

の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、四
国
に
お
い
て
は
、

４
年
ぶ
り
の「
道
後
オ
ン
セ

ナ
ー
ト
」や「
徳
島
あ
る
で
な

い
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
志
国

高
知
・
幕
末
維
新
博（
第
二

幕
）」な
ど
へ
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
官
民

と
連
携
し
四
国
遍
路
を
基
軸

と
し
た「
新
た
な
広
域
周
遊

ル
ー
ト
」づ
く
り
を
推
進
し
、

持
続
的
な
宿
泊
増
売
に
つ
な

げ
た
い
。

　
新
年
度
に
入
り
、
中
国
四

国
９
県
の
行
政
・
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
の
皆
さ
ま
と
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

地
方
創
生
、
観
光
消
費
額
の

拡
大
に
対
す
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル

ー
プ
へ
の
期
待
は
極
め
て
高

い
。私
も
広
域
代
表
と
し
て
、

と
り
わ
け
旅
ホ
連
の
皆
さ
ま

と
連
携
し
、
地
域
に
お
け
る

交
流
人
口
の
拡
大
、
新
た
な

事
業
創
出
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

（２１） 第２９４１号第３種郵便物認可２０１８年（平成３０年）６月９日（土曜日）


